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研究成果の概要（和文）：本研究では、高齢化が進展し多死社会を迎える中、最期まで過ごす場の一つとして期
待されている長期療養施設における看護ケアの質について、全国規模のデータを用い、以下について明らかにし
た。1点目に、地域における長期療養施設提供体制の評価として、自宅死亡割合と地域の医療・介護提供体制に
関連があることを示した。2点目に、長期療養施設における身体拘束の未実施は、身体拘束廃止に関する取り組
みを行っている施設が有意に多い傾向がみられた。3点目に、ビッグデータを用いた試行的取組みとして、高齢
者に多い大腿骨骨折症例に焦点を当て、DPCデータを用いた認知症と患者アウトカムの関連を検証した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we focused on quality of nursing care in the long-term care 
setting where people live their end-of-life in the aging society. We obtained three findings using 
nationwide large sample administrative data:1) home deaths were fewer prevalent in municipalities 
with greater long-term care resources; 2) long-term care facilities without physical restraint use 
were more likely to having a manual for physical restraint; and 3) adverse events are more likely to
 occur in older adults with dementia than in those without dementia after hip surgery.

研究分野： 看護

キーワード： 看護ケアの質　認知症ケア　DPCデータ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究にて明らかとなった全国規模のデータを用いた成果は、今後益々ニーズが高まる長期療養施設における質
の高い看護ケアを持続可能な形で提供するための効果的な政策提言に資する基礎資料となることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
高齢化が進展し、多死社会を迎える中、長期療養施設は看取りの場として期待されている。し

かし、単に看取りの場の確保の為ではなく、QOD （Quality of Death/Dying, 死の質）を高め
る“質の高い”看護ケアの実践が求められている。近年、長期療養施設における看取り実施の実態
調査やその課題に焦点をあてた研究結果は蓄積されつつあるが、長期療養施設における全国的
な看護ケアの全般の質を検証した研究は行われていない。 
そこで、本研究では、長期療養施設における看護ケアの質に焦点をあて、評価指標を諸外国の

事例も含め探索した上で、全国規模の既存大規模データベース解析等により、全国の長期療養施
設におけるケアの質とその関連要因を検討することを目的とした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、全国の長期療養施設における見取りを含む看護ケアの質とその関連要因を

探索し、質の高い看護ケアの持続可能な提供を可能にする効果的な方策について示唆を得るこ
とである。具体的には、下記３点を明らかにする。①地域における長期療養施設提供体制の評価、
②長期療養施設におけるケアの質の評価、③ビッグデータを用いた認知症ケアの質の評価に向
けた試行的評価である。 
 
３．研究の方法 
本研究では、既存の全国規模のデータを用い、下記の 3 つについて実施した。なお、2019 年 11
月～2020 年 9 月 30 日まで産前産後休暇および育児休業を取得していたため、その間の研究は
中断していた。 
（１）地域における長期療養施設提供体制の評価（2018 年度～19 年度） 
地域における長期療養施設提供体制の評価として、①自宅死亡割合と地域の医療・介護提供体

制の関連の検証および②地域における看護人材確保策の検討を行った。 
①自宅死亡割合と地域の医療・介護提供体制の関連の検証 
・ デー タソー ス及 び対 象： 厚 生 労 働 省 「在 宅 医 療 に 係 る 地 域 別 デ ー タ 集」
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000061944.html）より得た全国の
1,718 市区町村を対象とした。 
・変数：市区町村単位の自宅死亡割合を被説明変数とし、説明変数として、市町村の人口、高
齢化率、人口あたり在宅療養支援診療所数、訪問看護ステーション数、病院数、介護保険施設
数を用いた。 
・解析方法：市町村の地域効果を調整するため、空間疫学の手法の一つである地理的加重回帰
分析を実施した。 
②地域における看護人材確保策の検討 
・データソース及び対象：2012 年度～2015 年度までに厚生労働省の「介護サービス情報公表
制度」（https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/）に掲載されていた全国の訪問看護ステーシ
ョン 14,945 事業所・年を対象とした。 
・変数：翌年の人員増加率を被説明変数として用いた。説明変数は、ステーションにおける教
育体制（新人教育体制の有無、現任教育体制の有無）とし、共変量として、ステーションの規
模（常勤換算看護職員数）、設立法人、利用者属性などを用いた。  
・解析方法：2012 年度～2015 年度までのアンバランスドパネルデータを作成し、ステーショ
ンにおける教育体制整備と翌年の人員増加率の関係を検証するために、固定効果パネルデー
タ分析を実施した。 
・倫理的配慮：既に公開されているデータのみを扱い、また、個人情報が含まれないため、倫
理審査の対象外であった。 

 
（２）長期療養施設におけるケアの質の評価（2018 年度） 

①データソースおよび対象：厚生労働省「介護サービス情報公表制度」の 2017 年度版のデー
タを用い、46 都道府県の介護老人福祉施設(特養)6535 ヶ所、介護老人保健施設(老健)3643 ヶ
所を対象とした。 
②変数：被説明変数は、身体拘束未実施、説明変数は、身体拘束廃止に関する取り組み(マニ
ュアルの作成、職員研修の実施) とした。地域属性として、都道府県における身体拘束に関
する条例等の取組状況をインターネットで入手した。 
③解析方法：身体拘束実施率をまた、身体拘束実施施設割合を都道府県間で比較した。 
④倫理的配慮：既に公開されているデータのみを扱い、また、個人情報が含まれないため、倫
理審査の対象外であった。 

 
（３）ビッグデータを用いた認知症ケアの質の評価に向けた試行的評価（2020 年度・21 年度） 
 ビッグデータを用いた認知症ケアの質の評価に向けた試行的評価として、高齢者に多い大腿



骨骨折症例に焦点を当て、DPC データを用いた認知症と患者アウトカムの関連を検証した。 
①データソースおよび対象：2016 年度に大腿骨手術を実施し退院した 65 歳以上の患者 
②変数：アウトカム変数として、在院日数、退院後 30 日以内の再入院、院内死亡、院内肺炎
の発生を用いた。説明変数として、認知症の有無、認知症ケア加算の算定状況を用い、共変量
として、性、年齢、BMI、併存症の有無、向精神薬の処方の有無、入院前・退院後の療養場所
を用いた。 
③解析方法：患者が病院ごとに入れ子構造になっているデータの特性を考慮し、一般化推定方
程式にてアウトカムと認知症の有無もしくは認知症ケア加算算定状況の関連を検証した。 
④倫理的配慮：東京医科歯科大学医学部倫理審査の承認を得て実施した（承認番号 No.M2000-
788）。 

 
４．研究成果 
（１）地域における長期療養施設提供体制の評価（2018 年度～19 年度） 
地域における医療・介護提供体制の評価として、空間疫学の手法を用い、長期療養施設提供量

が自宅死亡の代替となっており、長期療養施設が見取りの役割を果たしていることを示した（表
1）。また、在宅療養を支える人材確保に向け、教育研修体制の整備が関連要員であることを示し
た（表２）。 

 
表 1 自宅死亡割合と医療・介護提供量との関連（文献 1 より引用） 

 
 
表 2 事業所規模別の固定効果モデルの結果（文献 2 より引用） 

 
（２）長期療養施設におけるケアの質の評価（2018 年度） 
身体拘束の実施割合は、特養が 66.4%、老健が 50.3%であった。身体拘束未実施群では、設立

主体が社会福祉法人である割合が有意に高く、身体拘束廃止に関する取り組み(マニュアルの作
成、職員研修の実施)を行っている施設が有意に多い傾向がみられた。また、身体拘束実施施設
割合は都道府県間で差がみられ、都道府県単位の取り組みの有無が関連していることが示唆さ
れた。 
 
（３）ビッグデータを用いた認知症ケアの質の評価に向けた試行的評価（2020 年度・21 年度） 
高齢者に多い大腿骨骨折症例に焦点を当て、DPC データを用いた認知症と患者アウトカムの

関連、大腿骨骨折により入院した高齢者 48,797 名において、認知症の併存が在院日数の延伸に



関連していることを示した（表 3）。また、手厚い看護配置と在院日数短縮が統計学的有意に関
連していることも明らかとなった（表 4）。 

 
表 3 認知症の有無と在院日数およびアウトカムの発生割合（文献 3 より） 

 
 
表 4 在院日数に関する回帰分析の結果（文献 4 より） 
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